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平
成
25
年
1
月
7
日
（
月
）
及
び
8
日
（
火
）、

ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
お
い
て
、
千
葉
県
、

地
方
職
員
共
済
組
合
千
葉
県
支
部
、
県
庁
生
活

協
同
組
合
が
主
催
、
当
協
会
が
後
援
す
る
「
千
葉

県
平
成
24
年
度
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス

キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
栗
田
暢
之
代
表
理
事

に
よ
る
基
調
講
演
「
シ
ニ
ア
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
通
じ
て
、

シ
ニ
ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理
事

栗
田　

暢
之
氏

足
を
湯
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
腕
や
手
を
ほ
ぐ

す
。
す
る
と
心
ま
で
温
か
く
な
り
、
色
々
と
お
話

を
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
を
「
つ
ぶ
や
き
」
と
呼
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
私
た
ち
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
含
む
全
国
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
ら
が
協
力
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
「
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
送
り
続
け
、
こ
れ

ま
で
1
万
人
以
上
の
足
を
温
め
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
聴
い
た
「
つ
ぶ
や
き
」
は
、
被
災
者
の
方
の

本
音
で
あ
り
、
愚
痴
で
あ
り
、
不
安
や
悩
み
で
も

あ
り
、
ま
た
将
来
の
夢
で
あ
り
現
実
で
し
た
。

現
地
に
行
っ
て
、
人
と
話
を
し
て
、
一
緒
に
笑

っ
て
一
緒
に
泣
い
て
、
心
の
支
え
と
し
て
寄
り
添

っ
て
「
本
当
に
大
変
で
し
た
ね
」
と
い
う
言
葉
を

掛
け
合
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
よ
り
深
刻
な
原
発
事
故
に
よ
る
「
被
害
者
」
の

声
か
ら

・
高
速
道
路
の
無
料
化
終
了
後
、
金
銭
的
に
負

担
が
増
え
、
福
島
に
残
る
父
親
と
子
ど
も
が
会

え
る
頻
度
が
減
少
し
た
。

・
育
っ
た
環
境
の
違
い
だ
と
思
う
が
、
会
話
、
行

動
が
都
会
の
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
行
け
ず
、
子
ど

も
の
学
力
低
下
に
悩
ん
で
い
る
。
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
か
ら
も
暴
言
を
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る
現
場

を
直
接
目
撃
し
、
親
と
し
て
辛
か
っ
た
。

・
避
難
者
支
援
の
ご
招
待
な
ど
を
頂
け
る
の
は
有

り
難
い
こ
と
だ
が
、
一
般
客
に
混
じ
っ
て
の
鑑

賞
後
、「
福
島
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
ス

タ
ッ
フ
の
後
ろ
に
つ
い
て
移
動
さ
せ
ら
れ
、
ま

る
で
見
せ
物
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
傷
つ
い
た
。

●
震
災
か
ら
1
年
10
か
月
を
経
た

　

被
災
地
全
体
の
課
題

（
1
）
当
初
の
「
衣
、
食
、
住
」
→
「
居
（
医
）、

職
（
収
入
）、
住
（
恒
久
）」
＋
「
生
き
が
い
」

栗田  暢之（くりた のぶゆき） 
特定非営利活動法人レスキューストックヤード
代表理事

阪神・淡路大震災でボランティアのコーディネー
トを務めて以降、自然災害の現場で支援活動を
展開。現場での学びを生かし、地域防災力の向
上や災害ボランティアの育成等に尽力している。
東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）代
表世話人、愛知県被災者支援センター長のほか
京都大学防災研究所や名古屋大学大学院での非
常勤講師なども務める。

シ
ニ
ア
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
東
日
本
大
震
災
　
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
に
つ
い
て

基
調
講
演

シ
ニ
ア
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
演
報
告

千葉県
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＝
将
来
へ
の
不
安
と
夢
・
希
望
が
交
錯
し
て
い

る
。

（
2
）
在
宅
、仮
設
、み
な
し
仮
設
、県
外
避
難
等
、

同
じ
被
災
者
に
対
す
る
支
援
に
濃
淡
が
あ
る
。

（
3
）
自
力
で
の
再
建
が
困
難
な
方
が
取
り
残
さ

れ
る
な
ど
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ま
す
ま
す

個
人
差
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
10
年
後
の
「
ま
ち
」
を
ど
う
し
た
い
の
か
、

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、
な
か
な
か

見
え
て
こ
な
い
。

（
5
）
拡
大
す
る
被
災
地
域
間
格
差
と
震
災
の
風

化
、
世
論
の
忘
却
。

（
6
）
地
震
、
津
波
、
原
発
、
風
評
、
風
化
、
消

費
な
ど
福
島
は
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
。

●
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

（
1
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
な
く
て
も
、
東
北
観

光
や
会
議
・
研
修
の
場
と
し
て
現
地
に
行
く
。

（
2
）「
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
の
づ
く
り
情
報
」
な
ど
を
活
用
し
て
、
現
地

の
も
の
を
購
入
す
る
。

（
3
）県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
支
援
を
行
う
。

（
4
）「
何
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
ま
ま
自
分

た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
怖

い
」
の
声
に
応
え
、
心
だ
け
で
も
応
援
し
続
け
、

忘
れ
な
い
、
共
に
考
え
る
。

●
災
害
・
減
災
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

1
．
平
常
時
の
大
切
な
活
動

（
1
）
被
害
防
止
…
…
被
害
そ
の
も
の
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
活
動

①
災
害
で
「
死
な
な
い
、
大
ケ
ガ
を
し
な
い
」

た
め
の
事
前
対
策
を
す
る
。

②
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
過
去
の
災
害
の

こ
と
を
話
し
、
地
名
の
由
来
や
昔
の
く
ら
し

「
生
き
る
知
恵
」
を
授
け
る
。

（
2
）
被
害
軽
減
…
…
被
害
を
軽
度
に
と
ど
め
、

拡
大
を
防
ぐ
活
動

①
元
気
な
高
齢
者
が
、
本
当
に
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
高
齢
者
を
支
え
る
。

②
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
を
行
う
。

③
地
域
の
長
老
ご
意
見
番
ま
た
は
、
井
戸
端
談

義
の
名
人
と
し
て
、「
地
域
が
大
切
だ
」
と

言
い
続
け
る
。

④
災
害
対
策
は
行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
減
災
に
向
け
た
住
民
参
加
が
必
要
で
あ

る
。

2
．
災
害
時
の
大
切
な
活
動

（
1
）
応
急
対
応
…
…
生
き
残
っ
た
者
同
士
、
災

害
直
後
の
人
命
救
助
や
応
急
医
療
措
置
、
消

火
・
水
防
な
ど
の
活
動

（
2
）
復
旧
・
復
興
…
…
災
害
か
ら
の
回
復
や
再

建
の
た
め
の
活
動

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
重
要
事
項
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
今
年
で
発
生
か
ら
18
年
を
迎
え
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
の
悲
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
両
親
と
女
の
子
2
人

の
4
人
家
族
の
話
。
あ
の
日
突
然
発
生
し
た
大
地

震
で
、
家
族
は
長
女
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
10
年
が
経
っ
た
時
に
、
母
親
が
亡
く
な

っ
た
長
女
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
が
朗
読
さ
れ
る

と
、
参
加
者
の
中
に
は
涙
す
る
人
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
災
害
が
起
き
る
以
前
か
ら
の
対
策

や
準
備
の
大
切
さ
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
、
改
め

て
防
災
活
動
の
重
要
性
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。


